
                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 クラブテーマ                                                                                2023．7．24 

 「まず⼀歩、       

      そして挑戦と継続」 

 国際ロータリー第2750地区 多摩中グループ 

 東京武蔵国分寺ロータリークラブ 

                          第１２９０回 例 会 報 告                        

 式次第 
 1.  開会点鐘          
 2.  国歌・ロータリーソング   
 3.  会⻑の挨拶         
 4.  お客様ご挨拶        
 5.  幹事報告          
 6.  委員会報告         
 7.  クラブ協議会        
 8.  閉会点鐘             

 佐藤 喜義 会⻑  

 佐藤 喜義 会⻑  

 輿⽔  ⾹ 幹事  

 鏑⽊ 孝和 副会⻑ 
 佐藤 喜義 会⻑  

 司会︓ 
     村⾕ 晃司   SAA委員 

 【  会⻑の時間  】 
 佐藤 喜義   会⻑ 

 「名寄の話 その２︔雪」 

  今⽇は、私の⽣まれた所 
 に付いてお話します。⽣ま 
 れた所は、名寄市街から⻄ 
 へ約8Km⼊った周りを⼭に 
 囲まれた弥⽣と⾔う所で 
 す。冬になると雪に全てが 
 覆われ、当時、⾞は⼊る事 

 が出来ない、まさに陸の孤島の様な所で、⾟うじて国鉄深名 
 線が唯⼀の移動⼿段でした。その様な環境でどの様に冬を過 
 ごしていたかと⾔うと、雪にまみれて遊んでいました。近く 
 の⽊が少ない所の斜⾯をまずスキーで踏み固め簡易ゲレンデ 
 を作る事から始めます。そこで、⼣⽅まで雪まみれで滑って 
 いました。スキーは⼿作りの様な粗末なものです。⼩学校は 
 弥⽣⼩学校の近くでした。吹雪の時には、集団下校があり、 
 通学三⽅向に⼀⼈ずつ先⽣が付き添い下校します。私の家は 
 学校の隣でしたので⼀番有利でした。 
  中学になると、市内の名寄中学に通う訳ですが、列⾞を利 
 ⽤した汽⾞通学で深名線を利⽤します。吹雪の⽇には列⾞が 

 不通になったり遅れたりします。その様な時には、歩いて登 
 下校する事がよくありました。⼀般道は雪に埋もれており通 
 る事が出来ない為、列⾞が来ないので線路を歩いて、約1.5時 
 間位かかります。天塩川の鉄橋を通る時は怖かったです。 
  深名線は、当時⽇本有数の⾚字路線でしたが、その原因の 
 主な要素が冬の除雪費⽤でした。 
 私の村の駅、天塩弥⽣から奥は深い⼿付かずの⼭の中で、次 
 の駅まで30分位掛かりました。この区間が除雪の難所で、雪 
 の少ない時はラッセル⾞が⾏いますが、両側に除雪された雪 
 が溜まってくるとロータリー⾞の出動になります。キマロキ 
 編成と⾔い、機関⾞が先頭、⼆番⽬に雪を線路に集めるマク 
 レー⾞、三番⽬に雪を⾶ばすロータリー⾞、最後に機関⾞の 
 編成です。頭⽂字をとってキマロキと⾔います。 
  ラッセルと⾔えば、⼀般道の除雪は朝、⾺が⽊製の⼩さな 
 ラッセルを引いて開ける事が⽇常でした。開けた直ぐ後に⼈ 
 が列を作って歩いているのが吹雪の後のよく⾒られる光景で 
 した。当時、⾺は重要な輸送⼿段で、各農家では必ず飼って 
 おり、冬には⼭から⽊を伐りだし駅まで運び、普段は農作業 
 の動⼒（⽔⽥の耕し⽤）として使われていました。切り出し 
 た⽊材は、パルプの原料として使われ、天塩弥⽣駅の構内に 
 ⾼く積まれていたのを思い出します。冬だけにみられる光景 
 です。冬の⽥舎⾵景の⼀場⾯でした。 

 【  表彰  】 

 会員増強賞 

 廣瀬可世⼦   会員 
 ⼩栁 洋次   会員 

 【  ガバナー補佐・グループ幹事表敬及び公式訪問  】 

 第2750地区 多摩中グループ  原⽥ 洋⽰ ガバナー補佐 
 （東京国⽴⽩うめRC） 

 コロナが収束しているの 
 で、  8  ⽇の会⻑幹事会を開 
 催した。  5  ⽉に  I  Ｍを開催す 
 るのでぜひ参加して下さ 
 い。対⾯での交流を増やし 
 て、活性化につなげていき 
 たい。 



 内⼭  肇 グループ幹事（東京国⽴⽩うめRC） 
   
 多摩中Ｇの連絡調整をして円滑に進めていきたい。 

 【  お客様ご紹介  】 

 東京国分寺ロータリークラブ 近藤 裕  様・  藤岡 秀樹  様 

 【  幹事報告  】 

 輿⽔  ⾹   幹事 

 7⽉10⽇（⽉）  第1289回例会 
 7⽉11⽇（⽕）  第1回クラブ会⻑・幹事会 

 7⽉21⽇（⾦）  プログラム委員会炉辺会議 

 【  委員会報告  】 

 【  出席状況報告  】 

 出席委員会 
 鑓⽔ 美⽣     委員 

 会員数    45名  免除  4名 

 有効会員数  41名 

 出席者  33名  メークアップ済  3名 

 出席者累計  36名  出席率 88％ 

                前々回の修正 なし 

 【  報告  】 

  親睦活動委員会 
    ⽥竝 清幸   委員⻑ 
 「8⽉7⽇18時よりAOYUZUにて7⽉ 
 8⽉誕⽣会及び新⼊会員歓迎会を⾏ 
 ないます。詳細はメールでおしらせ 
 します。」 

 【  ニコニコ発表  】 

 親睦活動委員会 
 ⼭本 雄⼀   副委員⻑ 

 〇佐藤会⻑・輿⽔幹事 

 ガバナー補佐原⽥様、グループ幹事内⼭様、お忙しい中、本 
 ⽇のご来訪ありがとうございます。当クラブの現状を⾒てア 
 ドバイスをお願いします。鏑⽊副会⻑、本⽇の司会よろしく 
 お願いします。 

 〇  尾崎 幸信  会員 

 原⽥ガバナー補佐、内⼭グループ漢字のご来訪に感謝でニコ 
 ニコいたします。 

 〇  本多 幸雄  会員 

 本⽇は、原⽥ガバナー補佐、内⼭グループ幹事でご来訪、誠 
 にありがとうございます。昔、多摩中グループで同期幹事 
 だった原⽥さんには、当時からとても可愛がっていただきま 
 した。1年間よろしくお願いいたします。 

 〇  プログラム委員会 

 先週第⼀回プログラム委員会炉辺会合を三枝会員のお店 
 AOYUZUで開催しました。⾮常に有意義な会となりましたの 
 で、お釣りをニコニコします。 

 【  クラブ協議会  】 

 「インターネットの活⽤によるクラブの活性化」 

 ロータリーでは、インターネットの活⽤ということを  IT  委員会とい 
 う組織まで作って進めている。  MYROTARY  は意外と多くの会員が活 
 ⽤できていなかったり、ログイン⾃体ができない状況という現状が 
 分かった。⼊会して  MYROTARY  の活⽤などもレクチャーしていない 
 会員や  PC  が苦⼿な会員のためにも、  MYROTARY  の活⽤などから少 
 しずつ始めていくのもよいのかも知れない。 

 東京武蔵国分寺ロータリークラブ 
 会⻑︓ 佐藤 喜義   幹事︓ 輿⽔  ⾹ 

 公共イメージ・会報委員会 委員⻑︓櫻井 健⽣  副委員⻑︓藤原 英作  
                    委員︓浅川 直⾏  委員︓⽥中 孝和 委員︓三枝 幸夫 

 例会場 国分寺市本町3-11-12 多摩信⽤⾦庫 国分寺⽀店３階 
 事務局 国分寺市南町3-20-3   国分寺ターミナルビル９Ｆ 

                                                                                                                                      


